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障がい者の地域生活支援拠点整備計画

社会福祉法人睦会では、障がい者の重度化・高齢化が進行している中で、保護者等の「親亡き後」に備えた

障がい者の生活を地域で支える共生社会の実現を目指して、次の機能を有した地域生活支援拠点の整備を計画

しています。

(1)　共同生活援助 1 ユニット 8名の 2ユニット形式とした定員 16名の 24時間対応型の日中

サービス支援型グループホームを設けます。居室は個室です。

(2)　短期入所 一時保護の必要がある場合の緊急時受け入れとして定員 4名の短期入所専用室

を設けます。居室は個室です。

(3)　通所による生活介護 通所による支援の度合いが重い障がい者に対し、遠野コロニーの従た

る事業所として定員 10名の生活介護専用室を設けます。

(4)　相談支援事業 地域や福祉施設等で生活している障がい者、就学前・就学中の障がい児等の

相談に応じ、サービス利用計画を作成しながら、サービスが受けられるよう支援するため相談

室を設けます。

(5)　日中一時支援事業 障がい者・児の保護者等の支援が受けられない場合における日中の一時

支援を行います。

(6)　福祉避難所の設置 災害時の障がい者等の緊急避難所として30名規模の避難スペースを確保

した福祉避難所を設けます。

(7)　 IWATE あんしんサポート事業の拠点として参画 岩手県社会福祉協議会が行う IWATEあ

んしんサポート事業に参画し、在宅の生活困窮者等への支援の拠点として活動を行います。

(8)　ネットワーク活動の展開 遠野市地域自立支援協議会等を通じて、地域の関係団体との連携

を図りながら、地域に必要な福祉資源やニーズを把握した活動の展開を図ります。

上記の機能を有した地域生活支援拠点の整備のため、本年度中に多機能型施設の建築を行いま

す。施設の開所は、令和 3年 4月 1日を予定しています。

建築場所は、遠野市のご配慮をいただき、遠野コロニーに隣接する市の敷地内としています。

新たに建築する地域生活支援拠点としての多機能型施設は、岩手県が所管して整備する第 1号の建物となり

ます。つきましては、新しい施設にふさわしい名称を募集します。ふるって応募ください。

①　応募方法 応募用紙に名称を記入し、遠野コロニーに設置しております回収箱に投函もしくは郵送願

います。社会福祉法人睦会のホームページにも掲載していますので、メールによる応募でも

構いません。

②　募集期間 令和 2年 7月 20 日（月）から令和 2年 9月 30 日（水）まで

③　募集範囲 遠野市にお住まいの皆様

④　募集基準 岩手県内の社会福祉施設等の名称と重複しないこと。

親しみのある名称とすること。

⑤　採用方法 応募いただいた名称をもとに、社会福祉法人睦会で協議し、最もふさわしい名称を採用さ

せていただきます。

なお、採用させていただいた方には、粗品を差し上げます。

※　応募用紙は、遠野コロニーの窓口で用意しています。

お問い合わせ・郵送先

遠野市早瀬町 3－16－39　　社会福祉法人睦会事務局（遠野コロニー内）　☎62－5631
ホームページ：http://www.mutsumi-tono.or.jp/

多機能型施設の「名称」を募集します。
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日
頃
よ
り
当
法
人
事
業
に
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、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
心
か
ら
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん

達
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
に
こ
に
こ
運

動
会
」
が
中
止
に
な
り
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
た

八
月
の
「
盆
お
ど
り
会
」、
九
月
の
「
い
し
が
み

祭
」
も
同
様
に
中
止
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
何
ら
か
の
形
で
利
用
者
さ
ん
の

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
る
機
会
を
設

け
た
い
、
と
い
う
の
が
役
職
員
共
通
の
認
識
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
当
法
人
で
は
「
地
域
生
活
支
援
拠

点
」
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
法
人

設
立
か
ら
四
十
三
年
を
迎
え
、
利
用
者
さ
ん
の

ご
家
族
か
ら
は
盛
ん
に
「
親
亡
き
後
」
を
心
配
さ

れ
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
さ

ん
の
高
齢
化
や
障
が
い
の
重
度
化
は
こ
こ
数
年

で
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
介
護
施
設

に
お
い
て
も
待
機
者
が
相
当
数
お
ら
れ
、
す
ぐ

に
移
行
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
あ
れ
ば
自
前
で
住
み
慣
れ
た
遠
野
で
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
場
を
つ
く
り
出
す
べ
く
、
設

備
的
に
も
高
齢
・
重
度
化
に
対
応
で
き
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
相
談
支
援
事
業
所
を
併
設
し
、

福
祉
避
難
所
と
し
て
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
も
兼

ね
備
え
た
施
設
を
、
令
和
三
年
四
月
の
事
業
開

始
を
目
途
に
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
場
所
は
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
隣
地
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
完
成
し
た
際
に
は
コ
ロ
ニ
ー
と
も
連
携

を
図
り
、
早
瀬
の
地
が
障
が
い
福
祉
の
ま
さ
に

拠
点
と
な
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
大
事
な
の
は
「
人
材
」「
人
財
」

で
す
。
施
設
が
整
備
さ
れ
て
も
働
く
職
員
が
い

な
け
れ
ば
事
業
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
法
人

で
は
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
に
向
け
二
年

前
か
ら
人
員
増
強
を
図
っ
て
お
り
、
今
年
も
十

月
に
職
員
採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。
障
が

い
者
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

来
春
に
は
あ
た
た
か
な
春
風
の
如
く
、
新
た

な
事
業
が
開
始
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
に
は
更
な
る
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
　
い
　
さ
　
つ

理

事

長
新
　
里
　
佳
　
子

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
睦
会
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の

試
験
は
、
令
和
三
年
四
月
に
採
用
す
る
職
員
の
予
定
者
を
決
め
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

★
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

〇
　
看
　
護
　
師
　
　
　
　
　
二
名

〇
　
生
活
支
援
員
　
　
　
　
　
三
名

〇
　
事
　
務
　
員
　
　
　
　
　
一
名

★
試
験
の
日
時

令
和
二
年
十
月
十
日
︵
土
︶

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

★
試
験
会
場

障
害
者
支
援
施
設
﹁
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
﹂

︵
遠
野
市
早
瀬
町
三
丁
目
十
六
番
三
九
号
︶

受
付
期
間
は
、
日
曜
日
、
土
曜
日
、
及
び
祝
日
を
除
き
、
令
和
二
年
九
月

十
一
日
︵
金
︶
か
ら
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日
︵
金
︶
ま
で
で
す
。

※
受
験
の
要
件
等
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
睦
会
事
務
局

（
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
内
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
w
.m
utsum
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）

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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【障害者支援施設　遠野コロニー】

令和元年度　事 業 報 告
法人の基本理念、障がい者支援に向き合う基本姿勢を堅持しながら、さらなる支援内容の質の向上に努める

とともに、法人・施設における経営の健全化、充実したサービスの提供に努めてまいりました。

また、障がい者の地域生活支援推進のため取り組んできた地域生活支援拠点整備に関し、国庫補助の交付決

定が得られ、整備に向けて大きく前進しました。

以前の身体障がい者への支援に特化した福祉施設から徐々に知的障がい、

精神障がいが主たる障がいの方々の利用が増えていることに伴い、その障が

い特性に合わせたサービスが提供できるよう、職員のスキル向上に努めまし

た。また、隔年で開催している納涼祭を行い多数の地域の方々にご参加いただ

いたほか、附馬牛小学校との交流会や障がい者スポーツ大会競技への参加、ま

たその大会プログラム用挿絵に利用者数名が応募したデザイン画が採用され

るなど積極的な社会参加を促進しました。生産活動において、主体となる印刷

部門では、県の共同受注窓口からの受注が増えたこともあり高い利益を上げ、

他部門でも前年度並みの実績ではあったものの地域に貢献する姿勢が高く評

価され、全体として工賃の向上に結びつけることができました。日中一時支援

事業においては、市内に居住する障がい児を対象に、放課後支援及び学校の振

替休日、長期休業時の支援を行いました。（延べ利用人員 886 名）

【障害者支援施設　石上の園】

日中活動支援棟における生活介護利用者を対象としたサービス提供をスタ

ートさせたことにより、精神的に不安定であった利用者や強度行動障害等が

見られる利用者に対しての一元的支援が可能となり、一定程度のサービスの

質の向上を図ることができました。利用者支援においては、利用者の重度化・

高齢化に対応すべく職員の専門的支援の知識・技術の習得を図ったほか、医療

機関や家族等との連携を図りながらその支援に当たりました。また、地域住民

の方々の参加、協力を得ながら施設の恒例行事を実施し、開かれた施設・ふれ

あいの場の創設に努めたほか、岩手県下で開催されるマラソン大会や各種ス

ポーツイベント等への積極的参加支援を行いました。生産活動にあっては、利

用者の自立を実現するために高工賃の実現を目指し、その実践に努めました。

【障害福祉サービス事業所　多賀の里】

消費税が 10％に引き上げられたことに伴い、事業の見直しを図りながら事

業所運営が適正に行われるよう努めました。その中で、利用者あっての事業所

であることを自覚し、穏やかで安心した日々の中で生産活動や行事等に参加

し、充実した日中活動が送れるよう相談活動や支援に努めました。生産活動に

おいては、消費税増税に対応するため宅配弁当の価格改定を行うなどし適正

な利益を確保し、利用者の工賃に反映させられるよう努めました。製品加工事

業においては、利用者の希望やペース等を考慮し、受託先企業と連携を図り多

様な作業提供に努めました。「結和」では、御食事処、産直、製品加工部門を

併設し、地域に根差した事業所を目指し活動しました。御食事処では、注文弁

当への対応や法人広報を通じたＰＲを活用した宅配弁当にも積極的に取り組

み、売上の向上と地域への貢献に努めました。産直部門ではＪＡ・Ａコープ商

品の仕入れ販売等を通じて店舗の充実に努めました。

納
涼
祭

青
空
給
食
（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
）

い
し
が
み
祭

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加

リフレッシュ外出

クリスマス会
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【事業活動計算書】

○収益の部

令和元年度　決 算 報 告
法人全体の純資産は 8億 4,539 万円となり、前年度末と比較して 2億 6,267 万円減少しました。資金収

支計算書の当期資金収支差額は 3,616 万円の赤字となり、前年度対比でも 3,077 万円減少しました。総体的

には、前年度実績よりもやや落ち込みましたが、経営に影響を及ぼす状況ではなく、良好な経営内容であり

ました。

資 産 の 部

流 動 資 産

現金預金

事業未収金

その他

固 定 資 産

基本財産

その他の固定資産

953,293,280

394,593,279

305,743,228

80,962,196

7,887,855

558,700,001

381,010,499

177,689,502

負 債 の 部

流 動 負 債

事業未払金・未払費用

賞与引当金

その他

固 定 負 債

設備資金借入金

退職給付引当金

107,898,802

50,654,861

25,171,649

19,128,000

6,355,212

57,243,941

10,000,000

47,243,941

845,394,478差 引 純 資 産

583,805,393

137,529,495

445,969,726

380,086,999

42,632,164

9,072,340

14,178,223

306,172

2,870451

20,014,001

606,689,845

（単位：円）

（単位：円）【財産目録】

○費用の部

619.396,600

338,756,758

78,258,207

58,184,713

131,685,560

20,161,075

Δ7,649,713

3,233,474

20,014,012

642,644,086

サービス活動収益

就労支援事業収益

障害福祉サービス等収益

自立支援給付費収益

利用者負担金収益

補足給付費収益

その他の事業収益

経常経費寄附金収益

サービス活動外収益

特別収益

合　計

サービス活動費用

人件費

事業費

事務費

就労支援事業費用

減価償却費

国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動外費用

特別費用

合　計

【障害福祉サービス事業所　ほほえみ】

【相談支援事業所　らいと】

他事業所への移行や一人暮らしをしたいなど新たな生活を希望する方、グループホームでの生活に馴染めな

い方など様々な利用者がいる中で、世話人との意思疎通を密にし日々のグループホーム訪問を行いながら、

個々の利用者に合った支援、快適な居住環境づくり、日中活動に努めてまいりました。

相談支援専門員２名体制で計画相談と遠野市からの委託相談業務をおこなってきました。委託相談を経て障

がい福祉サービスにつながるケースが多いため、地域で生活する障がいのある方々に対し、最適な障がい福祉

サービスを総合的かつ効率的に受けられるように、また、地域社会で自立して日常生活を営むことができるよ

う各種相談に応じてまいりました。（延べ相談件数 2,405 件）
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趣　　味　旅行やコンサートに行くこと

特　　技　指の関節がやわらかいこと

【一言】

令和２年４月から生活支援員として働かせていただ

いています。初めての職場でわからないことも多々あり

ますが、先輩職員の皆様に助けていただきながら働く毎

日です。また、利用者の方々と関わる中で一日一日に新

鮮さがあり、大変ではあるものの楽しく過ごしていま

す。

これから経験を重ねていく上で、仕事に対する丁寧さ

慎重さを忘れずに頑張っていきます。そして、障がい福

祉では何が大切かを自分の中で見出していければと思

います。

石上の園　生活支援員

小笠原　優奈（20歳）

おがさわら・ゆうな

趣　　味　懸賞応募

特　　技　料　理

【一言】

平成 31年４月から栄養士兼調理員として石上の園

勤務、９月からは遠野コロニーの栄養士として勤務して

おります。利用者さんから「おいしかったよ」と声をか

けられるととても嬉しく、やりがいを感じます。

利用者さんの希望食や季節食、バイキング食など様々

な行事食が年間を通してありますので、旬の食材を取り

入れながらバラエティに富んだ献立を考えていきたい

と思います。また、食事で利用者さんの笑顔がたくさん

見れるように頑張っていきたいと思いますので宜しく

お願いします。

遠野コロニー 栄養士

佐々木　恵理（32歳）
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遠野コロニーの食堂で自治会のお花見会が５月

にありました。コロナウイルスの影響で外出を控え

ていた時期でしたので利用者のみなさんはとても

喜んでいました。お花見会ではカラオケもあって大

盛り上がりでした。みなさん懐かしい歌謡曲や演歌

がお得意で自慢ののどを披露していました。

歌には悲しみや喜びといった、人の様々な感情を

表現する歌詞やメロディーがあって、聞く人が共感

し、心をも揺さぶるものだと感じます。昨今ではコ

ロナウイルスで大変な医療従事者を励まし、感謝す

る歌手もいました。人に「ありがとう」という気持

ちを歌に託すこともできるんですね。

我が家でもこの間、妻が「好きよ～、あなた～、今

でも～今でも～」とつぶやくように歌いましたので

私もちょっと顔を赤らめましたら、すかさず妻に、

「いや～ＣＭにつられて歌ってしまった～。」とゲラ

ゲラ笑われました。

地域生活定着促進研修会を実施

２月 13日、「地域生活定着促進研修会」を石上の

園で行いました。障がい者施設には、矯正施設に入所

している障がいをもつ方に、退所後の住まいの場や

日中活動の場を提供するという役割もあります。そ

の体制づくりの一環として、地域生活定着促進支援

センターと盛岡保護観察所にご協力をいただき実施

したものです。お二人の講師の方からは、保護観察所

の役割や地域生活移行への具体的な事例などをお話

いただきました。利用者に関わる際の姿勢や心構え

を改めて考え

る機会にもな

り、大変参考に

なる研修でし

た。今後の支援

に生かしてま

いりたいと思

います。

遠野十八年会喜寿を祝う会様／２月 27日




